
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 呉工業高等専門学校 環境都市工学分野 

研究タイトル： 

持続可能な廃水・廃棄物処理システムの開発 

 

氏名：  谷川 大輔 ／ Daisuke Tanikawa E-mail： tanikawa@kure-nct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学）（長岡技術科学大学） 

所属学会・協会： 土木学会、水環境学会 

キーワード： 廃水処理、エネルギー・資源回収、廃棄物活用、温室効果ガス削減 

技術相談 

提供可能技術： 

・廃水処理技術（有機物、窒素除去） 

・バイオガスの精製技術 

・アクアポニックス 

・廃棄物の有効活用技術 

 
研究内容： 持続可能な廃水・廃棄物処理システムの開発 

廃水処理内において廃棄物を微生物担体・アルカリ剤・炭素源等に活用することで、廃水処理の低コスト化と廃棄物処

理の同時達成が可能な持続可能な廃水・廃棄物処理システムの開発に取り組んでいます。 

実施中の研究: 牡蠣殻を活用した下水処理・窒素除去・アクアポニックス・バイオガス精製 

           天然ゴム廃棄物を活用した天然ゴム廃水処理システムの最適化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 牡蠣殻を活用した廃水処理・アクアポニックス・バイオガス精製技術 

 

牡蠣

牡蠣殻
牡蠣殻-下降流懸垂型スポンジ *

(Oyster Shell-DHS*: OS-DHS)

スポンジ担体
○微⽣物保持能: ⾼
○有機物・ アンモニア

酸化性能: ⾼
○担体コ スト : ⾼

牡蠣殻担体
○微⽣ 物保持能: 中
○アルカ リ 成分: ⾼
○ミ ネラ ル成分: ⾼
○担体コ スト : 安

微⽣ 物活性を⾃ 動的に維持
担体コ スト の削減

⽔処理を 介し た⾷糧⽣産
地域廃棄物の有効活⽤

牡蠣殻を核と し た
資源循環の構築

↓
牡蠣養殖産業の

ゼロエミ ッ ショ ン化
牡蠣殻の機能

微⽣物担体
アルカ リ 源
ミ ネラ ル源

+
廃棄物処理

下⽔ ・ 廃⽔処理
陸上養殖

牡蠣殻廃棄物

下⽔

P

蒸散分の補填
餌の⾃動供給

OS-DHS

処理⽔

バイ オ
ガス

処理⽔

消化液

無曝気型下⽔処理 閉鎖循環型陸上養殖 (薬品無添加) 窒素負荷低減型脱硫システム

徐々に溶解

適⽤先

牡蠣⽣ 産者の
新たな収⼊ 源

11ヶ ⽉継続運転中

脱硫時間
4.4分

処理時間(現

状)
12.5時間

↓
6時間(目標)

*Down-flow Hanging Sponge: 

DHS

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

ガスクロマトグラフィ（TCD/ECD）  

イオンクロマトグラフィ  

  

  

 


